
集落活動センターなかやま
平成２５年４月１日開所

安田町中山地区：間下、内京坊、正弘、別所、中ノ川、西ノ川、与床、小川、
　　　　　　　　　　　中里、船倉、瀬切、日々入（１２集落：３～８３世帯）

５６２人、２７３世帯、４７．２％　　【平成２６年３月３１日　現在】

５ｋｍ

　中山地区では、６５歳以上の人口が５０％を占める集落が１２集落中７集落
あり、今後、集落の高齢化率はますます深刻になっていくと予想される。その
ため、住民団体の代表者等で構成する「中山を元気にする会」において、地域
の抱える課題やチャレンジしたいこと、目指すべき姿などについて話し合いを
行い、住民アイデアによるツアーイベントの実施などを行ってきた。

中山を元気にする会　【平成１５年設立】

規約の概要 目的・事業内容・組織構成・会議・会計などを規定

目的

　中山地区の拠点である味工房じねんや地域の基幹産業である農林業の活
性化をはじめとする各種対策に取り組み、地域住民相互の連帯意識を高め、
住民各々が地域への関与を深めることによって、自立による活性化と安心で
豊かな地域づくりをめざして、集落を存続させることを目的とする。

事業内容

①集落活動センターの設置及び運営に関する以下の事業
　(ｱ)「味工房じねん」の支援（企画、運営支援）に関する業務
　(ｲ)空家及び耕作放棄地等の調査と活用（移住促進、農地貸与等）に関する
　　 業務
　(ｳ)自然薯を始めとした特産品の開発・販売・生産拡大に関する業務
　(ｴ)買い物難民の解消に関する業務
　(ｵ)その他地域活動に必要な業務
②中山地区の活性化に資するための調査、研究及び資料の収集、
　　諸団体との連絡、連携、研究会・講演会の開催に関すること。
③その他、目的達成に必要な事項

部会
●生活支援部会
●特産品・交流部会
●安全・安心部会

中山地区に関係し、本会の趣旨に賛同する者
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　　　　　　　　　　　センター名
　項　目

旧中山小学校、味工房じねん、せせらぎの郷小川、中山公民館（安田町中山支所）

拠点施設の概要

活動内容（３年後の活動イメージ） 

実施体制 

高知県集落活動センター支援チーム 

支援 

生活支援部会 

特産品・交流部会 

安全・安心部会 

地域おこし協力隊 
支援 

運営主体：中山を元気にする会 
安田町役場 

 総務課・中山支所 

高知大学との連携 

特産品づくり開発・販売 

安全・安心の確保 

防災活動 

地域伝統文化の保存・継承 

生活支援サービス 

観光交流活動 

・訪問員による見守り活動の実施 

・「味工房じねん」への農産物の集荷 

・買い物、外出支援 

・特産品の自然薯を活用した地域産品づくり 

・イベントでの地域産品の販売 

・訪問員による見守り活動の実施 

・中山まるごと自然塾の開催 

・日本一の鮎つかみ取り体験ツアーの実施 

・カヌー体験イベントの実施 

・そば打ち、田舎こんにゃく作り体験 
・中山まるごと自然塾の開催 
・日本一の鮎つかみ取り体験ツアーの実施 
・カヌー体験イベントの実施 

・災害時に向けた水・食糧の備蓄 

・防災研修の実施 
鳥獣害対策 

・農地見回りサービスの展開 

・有害鳥獣対策による農産物被害の軽減 
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